
45.守山市服部遺跡の

弥生前期水田社

守山市JJft苦s町所在、 rlJ良部巡跡J の調査は、長い中

断のあと、昨年 3月に再開され、貌，(E紋終的な絢交が

笑1iUi怠れている。この l年余lニ及ぶ澗司祭によって、約

360裁にのぼる、弥生時代中!~Jの方形周r.Y{ii切手や、弥生

時代，itfJUJに遡ると 4・えられる水日lnJ:1.l'260而以上~凡

された。ニニでは、二のうら後狩について、取り.ttぎ

まEめたところを純計守しておきた L、。

1.旧地形と土壌

服部迂u療の弥生水釦祉lま、下流域 (C・D区)の弥

生前JÞIJ/~浴枕や、弥生中 JUI悶白I~~常のJJ;がる{数高地(

砂と暗雲から成る~然縫見Jj) が、上流域 (A . B区)の

ほi以地 (グライ粘土!掛から成る後背潟地)に移行する

絞斜而上に始まリ、そのよi.*eJ棋会聞に一述の艶然止し

た水国経II'~が凡られる.発効d区において磁波.された総

而ftll:1、 titftf時代前期の河遣によって大きく扶られて

{まいるむのの、約18，700m'に途している。しかし、当

初の水削減l立、!野洲川のllk械rltなどから々えでも、現

。;の1也渡的な鋭採では非常に闘餓なむのがあるが、耕

作土である!u色紡i:l皆の広がリや、後i!fJ也に流れる河

川の手11m可能な純匝!などを巧・え合わせると、これに数

附する Lのであううことは、想像に維〈合いところで

ある.

水悶I戒の地形Iま、中央用水路の流れる、カー I・口、

イーIl、ロ ーn.Ulなどの比較的安定した平地を中心

として、西に半円形に高くなる級料開(1000分の 7m) 

と、微iui.ltl!*ま辺から南へ下る緩斜而(1000分の11m)、

そしてイー I夜、ロー Iの来へ下る急な谷状斜面 (10

00分の30-40m)があり、このJItに狭間I也、もしくは

低平地が予恕される.この様に、発初j!区の水問主上が、

決してJp:湿な1s:iJul.れ!!.に作られたものでないことは明ら
かであろう。

土機の形態1:1、地下水の強還元化作用による狩灰色

粘土!百@(強グライ土様)を>>;;量産府とし、微街地上に

L広i随聞に分布し、過去の低層淑僚の勝地にみる泥炭

層の分解生成物である必色料土!習@U!:¥i厄土機)を耕

作土とする、地下水型水悶土主渡辺{菅野Il ll~M) の i昼

間でゐる。この黒色粘土周低下には、倣かに水回土製

特布の滋i統水手IJ用によってできる糸線状の含水酸化鉄

がみられ、その下!替には、セピア色でb総点状のマンガ

ン化合物がまばらに存在している。これらの縫紋は、

中央用水路付近では{依かしか認められないが、その西

や東の斜面上では、斑紋集積層の分化匂発途といっと

l羽|燥なむのではないものの、虫色村土府中にまで管状

の酸化鉄波紋が多数みられる.耕作土上層の銀行色粘

n土!初⑫11、非常に枝子の秘!な庖であって、斜砺上で

A ー一一一 l立誠〈、平地では厚〈

(5-7cm)i能秘してお

リ、単に上位の陥灰背

色粘itt:lニ層⑪との摘併多
層としてかたづけるの

ではなく、水回耕作に

とって111嬰な『代般き』

という、保持く性と稲の

縦付きを高める作業に

起因する不透水層では

ないかと考えられる.

⑫j嘗よりよ伎では、⑪

l穏に砂総を含む以外、

シルト伐のグライ照で、

図 lの部分では、弥生

中JIIl求まで無i盆物層で、

上}苗にヨシなどの地下



関，.イーlJ-3 中失用水路上包括面図

，.灰鳳色紗貧土局(郷乱..)

2.貧灰色紗貧土居(I費乱膚)

3.灰鳳禍色砂貧土II(謹i)
4 .灰鳳鍋色砂鍵土居中に賞色紗1J(.:1二のブロック状浪人

{桜)

5. .渇色砂貧土層中に灰A得色砂貨之の混入(lI() 

(2.4 .5. '事 、 ~1 9号古!lJII鴻(S 世紀後半}京湾土居}

6 噌灰色紗貧土層{会・5・} ・敏層に分鰻

(~生後織包含..で、それを切るi!i1J目的MiI備の庖)

7. 6層より b明るい噌灰色砂質土層{犠+)

(1"上司liI:、主主主主中高車貫主ー後"のきがき面と考えられる}

8. I量色を事野ぴた灰白色土..(十}

9.明灰青色砂貧土層{や)

'0.晴氏情色土膚中に多貨の貨色砂'"含む層{・5・}

必と j島に~Mi'.tJ\J.注文がはられる以外 1:1.、銀11.'な庇紋の

鋭的漏ら令〈、.1:婦の il1備などから‘~'えて、条盟意IIT

の時代まで，水IIIとしてのf'lmはなかった Lのと忽わ

tlる.また、徴r!'IiJl!!下の釣耐に1.1.弥生，'，則前繁の匂

f~Hlntがn' ら Hて J; リ.ょのIU) 1':IIIH史的な初JIIの氾2s

.IU:I荷物のl正砲によって、かな "l，tl・ベースで*Illと徴

?.~Jtk . I :の !jW':が)'1'.没した L のと考・えられよう o (1;1，二、

U¥ -;大:J.Hf.u.'干の収~II ・ 1: .l :ï(IÎ から、 :f，'1 :i 111-1'に凶 1断而

'1'の*IIIJ止泊、(，イlしたよとになる.

2.水因遺精

(1)大貫主畔と小畦圏平

人I'lllli，1JIt1 1: と I;;J じ !.I.~ 色~kl:t JIl、、た、 11108

-1.501、i:'fJさり.15-0.:3111の l:i(，FoJ!らな.土雌リと斜

UIU.の(jqリ:Hしによる 2N!11iがある. !I~に斜前iや地形

の留を検点にf1!ら札、水の泡れを変えたり‘安定Lt.ニ滞

水をはかる総~としてばかリてな〈、 ftf1!mJflの.iIU告

としても，f!HIJ~ tlた畦昨'('1>司たと思i，Hる.各畦E宇

:!、地形にút>せて‘徴j(lìJ也~辺下の中央111*絡を中

心とした取内iJjII，)の 5本、，'，央111水路をiドる南北に長

い l '本、'1'リとの '1'地と II!のすt~l而i を分ける仰に取リ 巻
( 14'，その他にlIIihi担の火急い所にも敏..f.:みられる.

小・L町:{J 1M色納式:を111“fニ， rIIO.2-0.tim.高さO.

05-0.2mのft形.1:の・1:盛りて¥揚水を!:I(ゆとするもの

である.ょの海水とIi、主主ftJ:必.~~‘水を供給する I:!

11.旬灰情色総M土居(-1・)

12.鳳青色事占貧土..(・i・)

ー- 86.00111

F 一一弥生水図面

13. .色粘土中に灰宵色粘土の混入{・1・)
14. A青色紡貧土層(12層よりも鳳色) (・1・)

3M 

15.鳳色粘土層中に情灰色給土のブロック状混入(・1')

16. A色給ニヒ..中iこ情灰色粘土の大きなプロ ック状混入

(や)

17. .音質織色土居(・5・)
18. 13庖よりむ、ISさつ〈 暗色必土層 (-1・}

19. 18慮中に砂t含む膚{・3・}

20. .色絡土 (A泥). (-1・}

(詠主主的湖水筒it聖書作土層)

21. 膏灰色裕土層ー・5O-70C"の土佐械で s..に~.

II<}~化物t-含む 4・cl化由民のa叙

かリでな〈‘事e'>j'からHIMの1111 、 J ，'目WIの iぷ 1変Ilt・ドを ~Jj

(. l:いう大唇な制点があリ、ょの点よそ、稲が北方に

まて.iJt:1lし仰に.u.術的な要[.I，fの一つであゥたといえ

土う.自主に.人聞がψいて作設すゐ tニ t品、~か軟叫す

ぎるのもどí!.~ といえるか L しれな \'0 小畦ftltl 、 NIII

でゴ二盛リというよともあ勺て、その会てをIYI峨に倹:1¥
でき r 、 lifl戊')処リの:l\ぃ紛が{((I: したり、.I:~司法構

の切リ込みが大会かったリ、間1tのミス等Lあヲて、

推3主320-4001(，， 1.1fNI:したと.I!.'、われるIIli(liの内、2GOI(li

ほどがIVI らかにな，た"すぎない.れ1)、町 t.・'1\1よ、 ~:HM

に従いつつも、 _-)のhil，)t'J:の んらにi十られ ているよう

である.ょの・'}jI('J伐と IJ.. rJl央』日水飴tニえ干しい、好ttf

切れるニ ，との ない1t.j.1じのE主1ft.で旬、 ;.r; ?.~t車と 1.1必ずしも

一致していなも・.ニHI.::.tJし、主事前線にー数寸るItrr.
配置をみせるのが、JaaY，地総辺下の斜i1uと、政への谷

~.t;斜踊iである.つま'人中央!日水路や.検出て.~なか

った I~~従事1ItJi.I:のIH水路、俳水ia ~ ~.+:にした水側

壁fI!が作iられているということである.ょのl村~tlt: rr

に.1tべ、東両陛叫がうねったり、 i会，'，で切Hてしまう

な ど1:1.、 1判」ヒ位置1¥の:主1，:，tJし、東i恒例11が従にあるニ

とを示している.ょの級i二、水の沈下の'Jill，)にHし、

返砲な量tJ干の配担区耐.引・排水を後ねた微妙な比尚

昆て旋す水路、"に水路を，'，心としに計阿佐が十分に

続える.*UJ小区画-if[で般大のもの1.1、カー IIHl水
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路i!Yの282師、故小のむのは、ロー I谷字削耐の101げで、

づ1*が硲劫て¥十m水可能なフラ・y 卜なuuがどiL.rdとれ

るかということに係っておリ、、ニれによって舷畔の問

が衝になうた 1)J僚にな ，)、 ru~耐の ffri.ft'・iが変わるわけで

ある。しかし、この滞水を会〈行なえない聞l古lが干1=;(1:
する。それは 、ロー 1*(7)谷斜l併で、皮肉 5-6mの

Ullに20-30cmbの級王告があリ、小田主E平ではとても水を

mめることができず、 3分の 111どもj憎まらないうち

にmUlたしてしまうことは明らかである.かといって

[111舗を働問胤に削るとか、織るといった ζ とらない.

二の為、ゴ二機ら糾11;土上.術にまで鉄分が浮き 111ていて、

，JJ;茶1.，.て見え‘先のつ不透水!付むごく lt小、ものとなヮて

いる。この問題を解〈糸LIと忠われるものを助言され

たのが、宮崎大学l没学部の正義胤宏ぶ助教授である。当

水阻tJI:においては、平Jむの広い!日孤と谷斜耐の小f目前

での 2ヶ所において、プラントオパール分析のぬめ資

料保.J.I!1)(行われた。その研究予祭によると 、広いEIl繭i
からは稲がでているにむかかわらず、 1)、ailriからは柿

がみられず、rヒエらしきらめ』がみられるとのことで

あった。この問題I.t.、可自民リ tLl滋をJ~J さなければなら

ないが、<ti反に、これらが栽tiHiWiflて'あった場合、地

形に合わせた栽t-~Ir:_lf'自の選定といったことで終止する

むのではなく、縄文、特に縄文後 ・|則的からの、継続

した淡#~妓術の変巡泊fi (焼両11......1古制11→水悶)をおえ

る逃榊の一つであるといえ、このことは、 後に記す縄

文lぬJVI8俗文系土昔話とig11川系土器との共存などにも

送電われていて、興味を引く点である。

② 図面内の状況

d-田ifii内l主、決して平Ji¥ではなく、起1，1(<7)少ないも

のでも 5-1()cm、大きいものでは20-30cmにjえぶもの

があるが、多 <I:tJ)、峻畔の凶むおきの純関内で、必す

がii水する械に工夫されている。悶簡には注意して見る

と、灰背色め (issureや、!必ずf色など数純の直後5-

7 cm(1)不銭円形の pilが存布している。当初pil 1;;、

稲総跡ではないかと忠わilたもので、灰u色め袋状

pit に!刻しては、 i~~.地内作業ーでの足跡説、下位J，~月号ま

で迷するらのは、グライ!苛と #ÅÌI~)自によるモザイク現

象説、動机物説など名ぬの推測が飛び宅どっている。

r i ssureに倒しては、上l百⑪の入ったもので、 il!.滋Jf色

村f去の fissul'eである可能性(;1少ないと忽われる。

③用 ・排水路と水口

用水路 l :t、引排水の 1I日 )î を ~!tねる桃で、水区1 .bI:中央

の平.lt!!.を南から北に流す 14':(中央湖水路)と、 t下級11

は不1りlであるが、ロー111から巾うた用水路にiAeす l本(

中西用水路)が存不正する。しかし、この他にらう 1-1，: 

半円形に悶まる斜i前上に、引水を主とするmA<絡が必

裂であるが検出していない。中央用水路でl主流F告の両

1111) を大陸畔に、または大峰肱~と小畦畔によ って凶ま れ

ていて、水路rll1.4-2 m で、上流のvtè~告から下流の波

路までの問が検出されていて、約240mを0.4mの比正Ji

で流し、その深さは微il'JjJ也被辺では O.8n1fItf後と深〈

-Itil向1)しているが、主1<J也ではO.2n1li!f後と、水悶ifljとさほ

ど→変わらない。

排水路I立、イー Iで東西方向に i本 (*排水路)み

ら札、 m水路と問じ機に大畦mfと小峻畔に閉まれてい

て、1111m、深さ0.]01で来への排水のみに使用された

むのである.

大 ・小峻畔および用 ・排水路には、水をitlす忠告の水

口(大峻rrr-で21潤所、小型主園事で2筒所)、.lIi{状施設;担1:( 

5筒所)、m.排水の水を1位にニt織りのみで塞き止める

土~Vl正( 2館所)などがみられる.

@水聞社の時期と集落おt

i凶例のごとく、水回枇の時i'Jt;l1を決定する水田中及び

水路内からの土総の出土はなも、。しかし、水[目社北の

1販路地上には、 rjJ30m余りの東西方向の沌地 (I当然地

形と息われるが、北100m余りの所にも問機な沼地が続

き、どちらも斜前に多くの弥生前期の土絡を含む筒所

があリ、自然地形を利用したf策協的なむのであったか

もしIlない)を挑んで、弥生前期の.MH喜祉の一部が存

復する.足tfl時{止、水悶幼作土と問じ黒色粘土層を-l;IJリ

込む・弥生前j刷新段階の泌総と、 J民色粘土IOを包含j荷と

するそれ以前のもの(縄文"免JUl ô~作文土総と j返11川式

的JIlI中段階のらめが併存する附)Iこ大別され、水閏の

継続性を無視した場合、今回倹出の氷聞社の最終H寺J紛

が前t;・にあったものとみーえられる。そうすると 、それ

以前の水邸主1:が、何処にあったのかということになる

が、今聞の水BU止が決して初JUI的な f!~i~~3jlj也になく、

どちらかというと、治水のむずかしい宅予約百'iiでの水田

であって、 11災前に広がる琵琶湖の内iliJJ沿や微路地北西、

または来の後背似.lt!!.に初期的な水叩があったはずであ

リ、 ζ れこそ 、 岡山 i~lt);，\遺跡明水聞を総て、滋r~大 ~I~

のi副I)J菊遺跡恨のフラットな広純聞な而を杭によって区

切った、稲作水町であったと忠われる。つまり、ょの

!日lに大きな水悶開発技術のjf:lj仰が巧-えられると共に、

よ 1)計画的な共同作業による |対闘が可能となっていた

といえる。ニの弥生前期的裁の比較的平〈西日本に広

がった*1l1技術では餓えるよとのできなかった、 M注
をも越える技術こそ、生産性のrれ、稲作をする為の、

校畔によって滞水をはかる水凶技術であったと震える.

ここで想像を訟しくして、水制I虫j則与のオkili'.を.;;-え

ると、各1)、経畔が7]<LJを閉口せず、用 ・排水絡が土盛

りによって本き止めら札、偲闘にri ssurc がはしるほ

どの千魅が続いていた11寺、突然の寝間によって上流か

らもたらさ tLた_U少によ')~I!没してしまったのではな

いかと忽われる. (よt広志図絵千立 大m符rOJ)
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.l1li歪区内水自主孟総面積

約 18，7∞耐

------

問査区内における下回の位置
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図2.般車事遺跡の弥生前湖水回雄略国


